
生活支援ネットワーク緊急応援支援費補助金交付要綱 新旧対照表（案） 

 

改 正 案 

 

 

現 行 

（交付の目的） 

第１条 知事は、米の価格が高騰している中、生活に困窮している方を支援するため、

地域に密着して生活困窮者支援、孤独・孤立対策などの支援活動を行っている民間

団体が行う米をはじめとする食材等の配布又は食事の提供に要する経費に対し、予算の

範囲内で補助金を交付するものとし、その交付については、徳島県補助金交付規則

（昭和５８年徳島県規則第５３号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、

この要綱の定めるところによる。 

 

（交付の対象者及び対象期間） 

第２条 この補助金の交付を受けることができる者は、徳島県内で生活困窮者や孤

独・孤立対策への支援活動を行っている民間団体（概ね１年以上かつ概ね年６回以

上の定期的な活動実績を有する民間団体に限る。以下「民間団体」という。）で、

次の各号のいずれかの活動（食糧価格高騰による「こども食堂」運営支援金

の支給の対象者については、第１号に規定する活動に限る。）を実施する者

とする。 

（１）食材又は日用品（トイレットペーパー、ティッシュペーパー、生理用品、

洗剤、石けん、歯ブラシ、ゴミ袋、食用ラップフィルム、キッチンスポン

ジ等の衛生用品、鉛筆、ノート、消しゴム等の文房具その他の日常生活に

おいて通常必要となる物品をいう。以下同じ。）の配布 

（２）食事の提供 

 

第２条第２項～第１０条 （略） 

（交付の目的） 

第１条 知事は、米の価格が高騰している中、生活に困窮している方を支援するため、

地域に密着して生活困窮者支援、孤独・孤立対策などの支援活動を行っている民間

団体が行う米をはじめとする食材の配布や食事の提供に要する経費に対し、予算

の範囲内で補助金を交付するものとし、その交付については、徳島県補助金交付規則

（昭和５８年徳島県規則第５３号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、

この要綱の定めるところによる。 

 

（交付の対象者及び対象期間） 

第２条 この補助金の交付を受けることができる者は、徳島県内で生活困窮者や孤

独・孤立対策への支援活動を行っている民間団体（概ね１年以上かつ概ね１月当た

り１回以上の活動実績を有する民間団体に限る。以下「民間団体」という。）で、

次の各号のいずれかの活動（食糧価格高騰による「こども食堂」運営支援金の 

支給の対象者については、第１号に規定する活動に限る。）を実施する者 

とする。 

（１）２kg以上の米を含む食材の配布 

 

 

 

（２）米を含む食事の提供 

 

第２条第２項～第１０条 （略） 



 

（補助金の概算払） 

第１１条 知事は、補助金の交付の目的を達成するため必要があると認めると

きは、補助事業者に対し、補助金の７０パーセントの範囲内で概算払により

補助金を交付することができる。 

 

第１１条第２項～第１２条 （略） 

 

 

   附 則 

 この要綱は、令和７年７月４日から施行し、令和７年度分の補助金について適用

する。  

 

   附 則 

 この要綱は、令和７年７月１４日から施行し、令和７年７月４日から適用する。 

 

附 則 

 この要綱は、令和７年１０月７日から施行し、後期活動期間分の補助金につ

いて適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（補助金の概算払） 

第１１条 知事は、補助金の交付の目的を達成するため必要があると認めると

きは、補助事業者に対し、補助金の５０パーセントの範囲内で概算払により

補助金を交付することができる。 

 

第１１条第２項～第１２条 （略） 

 

 

 附 則 

 この要綱は、令和７年７月４日から施行し、令和７年度分の補助金について適用

する。  

 

  附 則 

 この要綱は、令和７年７月１４日から施行し、令和７年７月４日から適用す

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表（略） 

 

 

 

別表（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


